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民族植物学入門
アンデスからヒマラヤへ

民族植物学入門

山本紀夫 編著

京都大学学術出版会　　　　　　　TEL：075-761-6182　FAX：075-761-6190　        Email：sales@kyoto-up.or.jp

菊判上製　464 頁　定価：7200 円 +税
ISBN 978-4-8140-0623-6　C3039

刊行予定：2025 年 12 月中旬　条件：新刊委託
読者対象：教養～専門
おすすめの棚：植物学
おすすめ度：★★★☆☆

◆ 山本紀夫：国立民族学博物館 名誉教授

標高約 4000m の高地で栄えたアンデス文明。それを
支えた人々は何を食べ、どのように生活を紡いだの
か？　60 回を超える現地調査による知見をもとに、
「南米文明＝トウモロコシ」とする従来の常識を問い
直し、ジャガイモなど多様な植物利用とその加工技
術、民族誌的証拠を精緻に分析。農耕文化と文明形
成の普遍性と独自性を浮かび上がらせる。

◎ 自然と共生する人類の知恵を紐解く決定版

越境する知としての
西田哲学
廖欽彬・秋富克哉・福家崇洋 編
A5 判上製　420 頁　予価：5000 円 +税
ISBN 978-4-8140-0621-2　C3010

刊行予定：2025 年 12 月中旬　条件：新刊委託
読者対象：専門
おすすめの棚：哲学
おすすめ度：★★★☆☆

◆ 廖欽彬：中国・中山大学哲学系 教授
　 秋富克哉：京都工芸繊維大学 教授
　 福家崇洋：京都大学人文科学研究所准教授

没後 80 周年を迎えて西田哲学を再考する。従来の西
田哲学研究は、科学、芸術、宗教、歴史など多方面
に及んでいるが、本書はそうした成果を踏まえつつ、
新たな視座を設定し新資料をも活用することで、「越
境する知としての西田哲学」という枠組みのもと、
現代社会と伝統を照らし、西田哲学の今日的意義と
射程を探る。３本のコラムも掲載。

◎ 境域を越えて再考する西田哲学の今日的意義
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ご担当

京都大学学術出版会　発行／発売

ISBN 978-4-8140-0623-6　C3039　定価：本体 7200円+税

京都大学学術出版会　発行／発売

様

冊 【11/21 締切】

【11/28 締切】
越境する知としての
西田哲学
ISBN 978-4-8140-0621-2　C3010　予価：本体 5000円+税
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植物誌 1［西洋古典叢書］

村角愛佳 著

京都大学学術出版会　　　　　　　TEL：075-761-6182　FAX：075-761-6190　        Email：sales@kyoto-up.or.jp

なぜ「同意に基づく武力行使」
が正当化されるのか
理論と実行からの探求

定価：4500 円 +税　ISBN 978-4-8140-0564-2

四六判並製　定価：2200 円 +税　ISBN 978-4-8140-0589-5　C1336

1 定価：4700 円 +税　ISBN 978-4-87698-174-8
2 定価：5000 円 +税　ISBN 978-4-87698-490-9
3 定価：5800 円 +税　ISBN 978-4-8140-0426-3

これ以上の逸脱を止めるために――国際法学の
一大難問である「同意による正当化」に対し、「人
間的視座」から新たな理論を提示。これまでの
矛盾した議論を根本から塗り替える解法を、混
迷の世界に提示する。
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ISBN 978-4-87698-174-8　C1310　定価：本体 4700円+税

植物誌 2［西洋古典叢書］
ISBN 978-4-87698-490-9　C1310　定価：本体 5000円+税

植物誌 3［西洋古典叢書］
ISBN 978-4-8140-0426-3　C1310　定価：本体 5800円+税冊

冊

冊

なぜ「同意に基づく武力行使」が
正当化されるのか［プリミエ・コレクション］
ISBN 978-4-8140-0564-2　C3039　定価：本体 4500円+税冊

◉ 第 58回 安達峰一郎記念賞

テオプラストス／小川洋子 訳

古川直子 著

植物誌［全３冊］

ポスト構造主義フェミニズムとは
何だったのか

民衆を魅了する語り口で、その講義を聴こうと集
まった人の数は 2000 人とも伝わるテオプラスト
ス。その人の最高水準の観察記録である 500 余種
を記載した名著を、正確な翻訳とともに、豊富な
挿絵、詳細な解説によって紹介。

性的マイノリティやフェミニズムのテーマが社会的な関心が高まりつつある一方
で、概念的レベルでの理論的な検討作業は長く停滞している。かつてポスト構造
主義フェミニズムは、セックスもまた社会的構造物でしかないと主張した。本書
はその問題点を明らかにすることよって、セックス／ジェンダーの概念的枠組み
を刷新することを目指す。
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京都大学学術出版会　発行／発売【学術選書】

ポスト構造主義フェミニズムとは
何だったのか　
ISBN 978-4-8140-0589-5　C1336　定価：本体 2200円+税

冊
ご担当

様

◉ 第62回日本翻訳家協会 翻訳特別賞
※受賞※

※増刷※
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